
中部教育局社会教育担当だより令和４年６月１０日発行

６月 １日（水）中部地区人権・同和教育担当者会（倉吉市役所第２庁舎）
６月 ３日（金）第１回人権教育プログラムファシリテータースキルアップ研修会（倉吉体育文化会館）
６月１１日（土）令和４年度鳥取県PTA役員研修会（中部地区：伯耆しあわせの郷）
６月１９日（日）中部地区少年少女のつどい（船上山少年自然の家）
６月３０日（木）第1回鳥取県地域コーディネーター養成講座（オンライン開催）

現在、新型コロナウイルスの感染対策を講じながら準備しているところで
す。今のところ、４８名の応募がありました。コロナ禍でも何とか工夫しな
がら青少年活動を応援したいと思います。
当日は、ダム湖活動等を行いますので、持ち物の確認をお願いします。

日時 令和４年６月１９日（日）
１３：００～１６：２０（受付 １２：３０～）

場所 船上山少年自然の家

参加費用：３００円(保険料等）受付時にて支払いをお願いします。
＊ダム湖活動では着替えが、荒天時は体育館の上履きが必要です。
お問合せは、お住まいの市町教育委員会へお願いします。



中部教育局 社会教育担当係長 德永正樹
電話 ０８５８－２３－３２５３
FAX ０８５８－２３－５２０３
E-mail   tokunagama@pref.tottori.lg.jp

～夏来る！～

【あとがき】

先月、久しぶりに特急列車や新幹線を乗り継ぎ、県外出張に行きまし

た。近年乗車券も買ったことがなく、駅の窓口に行けば大丈夫だろうと

思いきや、窓口はなく、券売機に設置されたモニター越しに話をするシ

ステムにびっくり。おまけに、初の伯備線「特急やくも」。沿線には、

バードウォッチングの人かと思えば、みんな「撮り鉄」。後々話を聞け

ば、趣味ではなく職業になっている方も多いそうです。特急やくもと風

景の画像が宣伝やパンフに使用されるそうです。列車に乗ったことで時

代に乗り遅れていることを知りました。

コミュニティセンターになって1年～倉吉市～

令和3年4月から、倉吉市の地区公民館は「コミュニティセンター」となりました。こ
れまで担ってきた社会教育の拠点としての機能を生かしながら、住民の皆さん自ら
が地域課題の解決に向けて取り組む地域づくり活動の拠点施設となりました。また
センターの運営は、各地区で地域づくりに取り組む地域自治組織が、市と協定を
結んで行っています。
導入されてから1年、実際に現場の声を聞いてみました。
・地域活動支援員を兼務することになり、新しく役割が加わったことに伴い職員が
1人増えた。
・コミュニティセンターの指定管理団体の各専門部会が以前に比べて機能するよ
うになった。
・貸館のきまりが緩和され、利用しやすくなった。
・コミュニティセンターの指定管理団体を組織する際に、以前の地区公民館の指
定管理団体の組織形態を引き継ぐことでスムーズに移行できた。
・福祉や防災など、まだまだ手探り状態である。
・組織再編を行ったことで、全体共有できる場がなくなった。
・地域団体などから主事に対するお願いが増えてきた。
新体制あるいは既存の形を生かした体制でスタートし、地域によってまだまだ課
題はありますが、センター職員ではなく地域住民が中心となって地域課題の解決
に向けて取り組む「仕組み」づくりが一番大切だと思いました。

5月21日(土）～22日(日）の2日間、3年ぶりに
福岡県の篠栗町にて、開催されました。事例発表が
時間帯で重なっていましたが、多くの取組について
学ぶことができました。鳥取県からは、南部町新☆
青年団「へんtoつくり」の事例発表があり、高校生
サークルから次のステップにつながる取組は、参加
者から高評価を得ていました。夜の交流会は、例年
のような宴はありませんでしたが、それぞれが持ち
寄ったお土産の抽選会で盛り上がっていました。ま
た、長年携わっている方々にご挨拶する度、社会教
育への熱い思いを感じました。現在は、社会教育関
係者でなくとも、自費で他県から参加される方々も
おられ、この大会への情熱を感じました。ぜひ社会
教育関係のみなさまも一度参加してみられると、な
るほど！と実感できると思います。


